
2024.10　第358号 （公財）群 馬 県 交 通 安 全 協 会
群馬県交通安全活動推進センター

第42回交通安全写真コンクール入選作品（上毛新聞社賞）　撮影　田　中　憲　一　氏（館　林）

毎月25日は　高 齢 者 交 通 安 全 日

毎月１日は　県 民 交 通 安 全 日
毎月15日は　自転車マナーアップデー

家庭でも　みんなで語ろう　交通ルール
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開
催
日

　

令
和
六
年
一
一
月
一
七
日（
日
）

時　

間
一
〇
時
か
ら
一
六
時（
小
雨
決
行
）

会　

場

　

群
馬
県
江
田
町
四
四
八

　
　
　
　

群
馬
県
自
動
車
教
習
所

参
加
費　

無　

料

○
二
輪
車
安
全
運
転
フ
ェ
ア

・
白
バ
イ
隊
模
範
演
技
・
白
バ
イ
、

パ
ト
カ
ー
、
働
く
二
輪
車
の
展
示
・

リ
フ
レ
ク
ボ
ッ
ク
ス
・
運
転
適
性

検
査
・
二
輪
車
グ
ッ
ズ
販
売
・
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
・
シ
ニ
ア
カ
ー

及
び
サ
ポ
カ
ー
体
験
乗
車
な
ど

○
二
輪
車
安
全
運
転
競
技
会

①　

種
目

　

一
本
橋
、
ス
ネ
ー
ク
走
行
、
コ

ー
ス
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行

②　

ク
ラ
ス
別
と
競
技
車
両
（
本
人

持
ち
込
み
車
両
と
す
る
。
但
し
原

付
車
両
は
貸
出
車
両
有
り
。）

Ａ
ク
ラ
ス（
一
二
五
cc
以
下
の
車
両
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス（
一
二
五
cc
を
超
え
四
〇

〇
cc
以
下
の
車
両
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス（
四
〇
一
cc
以
上
の
車
両
）

③　

出
場
資
格

・
県
内
在
住
又
は
在
勤
で
、
出
場
ク

ラ
ス
の
運
転
免
許
所
有
者
で
運
転

経
験
が
あ
り
、
過
去
三
年
以
内
に

免
許
の
取
消
し
、
又
は
停
止
の
処

分
（
拒
否
、
保
留
を
含
む
）
を
受

け
て
い
な
い
者

・
警
察
官
、
教
習
所
指
導
員
、
メ
ー

カ
ー
の
認
定
し
た
指
導
員
、
テ
ス

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
者
、
二
輪
車
安
全
運
転
推
進
委

員
会
の
各
級
指
導
員
は
原
則
出
場

不
可

・
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
、

モ
ト
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
、

国
際
Ａ
級
・
Ｂ
級
又
は
国
内

Ａ
級
取
得
者
並
び
に
ロ
ー
ド

ラ
イ
セ
ン
ス
国
際
級
取
得
者

は
出
場
不
可

④　

申
込
方
法

・
大
会
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
若
し
く
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
む

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
メ
ー
ル
送
信
で
申

し
込
む

⑤　

申
込
先

　

〒
三
七
一
―
〇
八
四
六

前
橋
市
元
総
社
町
八
〇
―
一
四

群
馬
県
交
通
安
全
協
会
「
二

輪
大
会
」
係
宛
て
（
〇
二
七
・

二
五
三
・
九
六
四
四
）
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
会
チ
ラ
シ
又

は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

⑥　

申
込
締
切

　

令
和
六
年
一
一
月
八
日
（
金
）

（
期
日
前
で
も
受
付
終
了
が
あ

り
ま
す
。）

⑦　

問
合
せ

　

群
馬
県
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
部

〇
二
七
・
二
五
三
・
九
〇
八
〇

    2024
二
輪
車
安
全
運
転
フ
ェ
ア

IN
群
自
教
開
催
の
お
知
ら
せ

薄暮時間帯（夕暮れ時）における交通事故防止
運転者のみなさんが注意したいポイント
○早めにヘッドライト点灯とライトのこまめな上下切り替え
• 薄暗い夕暮れ時は視認性が悪くなるため、早めにライトを点灯することで、視界を確保すると
ともに、周囲の車や歩行者等に対してしっかりと自分の車の存在を認識させることができます。
• 夜間の運転では歩行者や対向車がいない場合は、ライトを上向きにするなど、こまめなライ
トの上下切り替えを行うことで、歩行者等を早期に発見しやすくなります。ただし、ハイビ
ームは他の車両を幻惑させるおそれがあるので、対向車と行き違うときや他の車の直後を走
行している時は、ロービームにしましょう。

○意識的にスピードを控えめにする
• 夕暮れ時や夜間の視界が悪い時間帯は、実際に出ているスピードよりも遅く感じやすく速度に対する感覚が鈍ったり、帰
路を急いだりして日中よりもスピードを出してしまいがちです。スピードが出ていると咄嗟の判断が間にあわず、重大な
事故につながりますので時々スピードメーターをチェックしましょう。
• 夕暮れ時から夜間にかけては、周囲が見えにくいので意識的に速度を抑えて、慎重な運転を心がけましょう。

歩行者や自転車利用のみなさんが注意したいポイント
○反射材等を使って自身の存在を知らせる
• 歩行者や自転車利用者は、薄暗時間帯や夜間にかけて、目立ちにくい黒など濃い色の服装では、車の運転者等から歩行者
や自転車利用者が見えにくいので、事故に巻込まれてしまう可能性が高まります。　
• 事故を回避するために効果的なのが、自動車から見えやすい明るく目立つ色の服を着用しましょう。また、靴・服・カバン・
杖などに反射材を取り付けたり、ライトを点灯するなどして自身の存在を周囲に知らせるように工夫しましょう。
• 自転車は早めライトの点灯に努めて、自身の存在を周囲に見やすくなるようにすることが重要です。
※薄暮時間帯とは、日没時刻の前後１時間をいいます。

○　交通安全協会は、悲惨な交通事故を防止するため、様々な交通安全活動を行っています。
　　この活動の支えになっているのが、会員の皆様からご支援をいただいている交通安全会費です。
　　会費は、皆様の居住地の交通安全協会の活動に活用させていただいております。
○　交通安全協会の活動にご理解いただき、運転免許証の更新時、新規に運転免許を受けたときには
　　是非ご入会をお願いします。

　会費　年会費は700円です。
　受付　(公財)群馬県交通安全協会、地区交通安全協会の窓口で受付をしています。
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　県民のみなさんの自転車保険の加入状況やヘルメットの着用状況などを調査し、今後の交通安全対策を
検討するため、ぜひアンケートにご協力をお願いします。

１　調査対象者
　　群馬県民で自転車を利用される方
　　（小学生以下、中学生、高校生、一般の区分あり）
２　回答方法
　　ぐんま電子申請受付システムで回答をお願いします。
　　［ぐんま電子申請受付システム］
　　URL:https://logoform.jp/f/AvYc0
　　（「自転車に関する県民アンケート」で検索可能）
　　［ スマートフォンは二次元コードから］
　　なお、当協会ホームページからも回答可能です。
３　回答期限
　　令和６年９月１日（日）から11月30日（土）まで

４　調査内容
　　 このアンケートは、自転車の利用頻

度・利用目的、自転車用ヘルメット
の着用状況、自転車保険等の加入状
況、自転車の交通ルールなどについ
て調査します。

５　問い合わせ
　　群馬県 県土整備部 道路管理課 交通安全対策室
　　TEL；０２７－２２６－２３８８
　　メール：kotsuanzen@pref.gunma.lg.jp

初
心
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
！

力

【
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
管
理
課
】

県
警
察
か
ら
の
お
願
い

一　

本
県
の
初
心
運
転
者
に
よ
る
事
故
の
現
状

　

初
心
運
転
者
と
は
、
普
通
自
動
車
等
の
運
転
免
許
を
新
規
取

得
後
一
年
以
内
の
方
を
い
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
上
半
期
に
発
生
し
た
初
心
運
転
者
に
よ
る
人
身
事

故
は
、発
生
件
数
一
〇
八
件
（
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
一
四
件
）、

死
者
数
一
人
（
同
プ
ラ
ス
一
人
）、
負
傷
者
数
一
五
四
人
（
同

マ
イ
ナ
ス
一
一
人
）
と
前
年
と
比
較
し
て
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
初
心
運
転
者
の
事
故
発
生
率
は
、
全
国
平

均
と
比
較
し
て
依
然
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

二　

令
和
六
年
上
半
期
に
お
け
る
初
心
運
転
者
事
故
の
特
徴

　

①　

事
故
類
型
で
は
、
追
突
事
故
及
び
出
会
い
頭
の
事
故
が
七

四
件
で
、
全
体
の
六
八
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

②　

事
故
原
因
で
は
、
脇
見
運
転
が
二
一
件
で
最
も
多
く
全
体

の
約
一
九
・
四
％
を
占
め
、
続
い
て
、
一
時
不
停
止
や
操
作

不
適
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

③　

免
許
取
得
か
ら
事
故
時
ま
で
の
経
過
期
間
で
は
、
三
か
月

以
内
が
三
八
件
（
三
五
・
二
％
）、
四
〜
六
か
月
以
内
が
二

一
件
（
約
一
九
％
）、
七
〜
九
か
月
以
内
が
二
〇
件
（
約
一

九
％
）、
一
〇
〜
一
二
か
月
以
内
が
二
九
件
（
二
六
・
九
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
取
得
後
三
か
月
以
内
と
一
〇
〜
一
二
か
月
以
内
の

時
期
に
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
に
不
慣
れ
な
間
は
、
殊
更
に
慎

重
な
運
転
を
心
掛
け
、
深
夜
、
早
朝
に

運
転
す
る
場
合
は
、
適
宜
休
憩
を
は
さ

む
な
ど
体
調
管
理
を
十
分
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

三　

交
通
安
全
協
会
か
ら
の
お
願
い

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
運
転
経
験
年
数
の
少
な
い
方
々

に
対
す
る
安
全
運
転
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上半期県内の初心運転者事故発生状況

区分
年別 発生件数 死者数 負傷者数

令和５年 122 ０ 165

令和６年 108 １ 154

増 減 数 －14 ＋１ －11

初心運転者事故の類型別件数

追突
43件

（39.8％）

出会い頭
31件

（28.7％）

右左折時
19件（17.6％）

正面衝突
3件（2.8％）
人対車両
3件（2.8％）

その他
9件

（8.3％）

108件108件

脇見運転
21件

（19.4％）

安全不確認
5件（4.6％）

一時不停止
19件

（17.6％）

操作不適
4件（3.7％）

その他
20件（18.5％）

信号無視
6件（5.6％）

右左折違反
7件（6.5％）

優先通行違反
12件（11.1％）

漫然運転
14件（13.0％）

初心運転者事故の原因別件数

～自転車に関するアンケートにご協力をお願いします～

　

令
和
六
年
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
、各
地
区
交
通
安
全
協

会
の
調
査
員（
道
路
使
用
許

可
・
自
動
車
保
管
場
所
）に
対

し
て
、現
任
調
査
員
等
巡
回
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、調
査
員
が

迅
速
か
つ
厳
正
・
公
平
な
現
地

調
査
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

研
修
会
を
受
講
し
た
調
査
員

等
か
ら
は
、日
頃
の
調
査
で
疑

義
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度

現
任
調
査
員
等
研
修
会

の
開
催

交
通
安
全
部研修会風景
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全
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〒
371-0846　

前
橋
市
元
総
社
町
80-14　

TEL027‐
252 -0251（

代
）
FA
X027 -253 -9481

http://w
w
w
.gunm

a-ankyo.or.jp/
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各地区の交通安全活動

2024.10 第
358号

交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

会員が利用できる協賛店一覧やサービス内容は、二次元コードから確認してください。

高齢者交通安全教室 交通安全啓発

前橋東

赤城山交通安全啓発

前　橋

安　中 富　岡 藤　岡

高　崎

交通安全街頭指導 早めのライト点灯啓発 イベント会場交通安全啓発

交通安全街頭啓発

大　泉

ショッピングママ作戦

保育施設交通安全教室草津「湯畑」交通安全街頭指導

太　田

吾　妻西吾妻

自転車マナーアップ指導

自転車マナーアップ指導

伊勢崎

沼　田

桐　生 館　林渋　川

交通安全街頭指導 高齢者交通安全教室 踏切事故「０、ゼロ」キャンペーン


